
私が入社した当初からオフィス部門の女性社員に制服（ベス
ト・スカート・カーディガン・靴など）が支給されていました。昨
今では銀行や百貨店でも制服廃止が進んでおり、当社でも多

様性を認め、全社員が性別関係な
く活躍できる環境を実現するため
ビジネスカジュアルを導入しまし
た。導入にあたり制服と私服の併
用期間を設けることで、スムーズに
移行することができました。今では
私服がオフィスになじみ、画一的
なイメージがなくなりました。
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化学工場の仕事について詳しく知っていただくために、定期的
にインターンシップを実施しています。2022年度も引き続き
新型コロナウイルス感染症対策を徹底しながら、オンラインお
よび工場・研究所の見学を実施いたしました。短い期間にもか
かわらず、多くの学生にご参加いただきました。

■インターンシップの実施

当社グループでは人権を尊重した事業を進行する
とともに、いかなる人権侵害にも与しないという方
針のもとで経営に取り組んでいます。各種ハラスメ
ント撲滅のために社外に3箇所、社内に2箇所相談
窓口を設けておりました。さらに今年度から社内窓
口を1箇所追加し、より従業員が気兼ねなく相談で
きる体制を整えています。

■ホットライン窓口の増設

当社の研究所見学会は「普段社名を耳にすることのない会社
の仕事内容を感じてほしい。～見えないけれど、あなたのそ
ばに。～」をテーマに開催し、同学会所属の化学系学生10名
の方にご参加いただきました。会社説明・製品紹介を行い、
若手研究員との座談会にて仕事内容・研究所の雰囲気を具
体的にお話しました。その後、2020年に新設されたクレオ・
リサーチセンター（CREO）を見学し、化学メーカーとして新
しいモノづくりを行う現場を肌で感じてもらい、理解を深め
てもらいました。参加した学生からは、『会社での研究・物性
評価について詳しく知ることができました。特に、とてもきれ
いな実験室には圧倒された』、『こんなきれいな会社で働きた
い』といったコメントが寄せられました。

■日本化学会見学会

当社では次世代育成支援対策推進法の一般行動計画にもとづ
き、育児休業および育児を目的とした休暇の取得率向上を目指
しています。女性の育児休業の取得率は100%を維持しているも
のの、男性の取得率が低いことが問題となっていました。2019年
より積極的に周知を行い、子どもの出生時には1名ずつ育児休業
および育児を目的とした休暇の取得の情報提供を行っています。

■男性育休の促進

当社では2026年3月末までに女性管理職（相当）比率10%以
上達成を目標に、女性社員活躍支援とスキルアップを目的とし
て、さまざまな女性社員の活躍をバックアップしています。
2022年度には契約社員の正社員への登用を行いました。ま
た、社員全員に対して、年2回キャリア面談を実施し、個人の
キャリアアップと、それに対する上司からのアドバイスや、支援
事項の確認を行っています。

■女性社員の活躍推進

今年度より社長自ら各事業所の若手従業員に生の声を聞く
昼食会を設けました。日頃話す機会が少ない従業員とざっく
ばらんに話をすることで、「仕事の悩み」や「こんな制度あっ

たらいいな」など、今後会社を良くしていくようなアイデアを
たくさん引き出すことができました。

■社長との会食

2022年は11校へ出展を行い、多くの学生の方にお越しいた
だきました。

■学内説明会への参加

■育児休暇取得状況

金沢研究所  
前田さん

入社の経緯
派遣社員として4年間勤務させていただき、2年が経過し
た頃、長くこの会社で働きたい気持ちが芽生え、正社員を
目指しました。

大阪有機に入社しての印象
派遣社員として大阪有機に来た初日はちょうどトップ診
断をしていて、会社と社員との距離感を感じないくらい、
親しみやすい温かい雰囲気だったことがとても印象に
残っています。

雰囲気
年齢に関係なく、諸先輩と気軽に相談ができ、私のように
経験が浅いひとでも、自分で問題が解決できるよう、先輩
方がしっかりとサポートしてくださる環境だと思います。

今後頑張りたいこと  など
正社員になったことでできる仕事の幅が広がったので、
まだ自分が成し遂げたことがないことに意欲的に取り組
み、達成していきたいです。

派遣社員の正社員登用

採用活動

職場環境の変化

ダイバーシティに向けた取り組み

社員の意見を、じかに聞く

2022年度（2023年3月末卒）の採用活動は、引き続き2020年からの新型コロナウイルス感染症流行に伴い、学生の皆様の健康・感染防
止を最優先と考え、オンラインにて会社説明会および選考を行いました。2022年夏以降は金沢工場および大阪事業所において工場・研
究所見学を実施いたしました。来年度におきましても、感染流行状況を確認しながら、実施する予定です。

働く環境の変化としてオフィス部門の女性社員の制服を一斉廃止
いたしました。昨今のジェンダーフリーに向かう社会において、当社
でも性別・年齢問わず活躍できるように制度を充実してまいります。

従業員が働きやすい職場環境づくりへのサポート体制

■オフィス部門制服の廃止

取得のきっかけ
三人目の出産で取得したのですが、もし三人目が産まれるなら、上
の子ども二人をみるのでも、妻と自分で全く手が回らないのは分
かっていたので、少しでも家に協力しようと思って取得しようと決
めていました。

取得期間中に思ったこと
自分と妻二人で子どもをみても、それでも完全に手が回っていたとは
思えませんでした。育児の大変さが本当に身に染みました。睡眠不足
は辛かったですし、ずっと家の中にいて気分が滅入ることもありまし
た。（それが嫌で子どもには大分散歩に付き合ってもらいましたが笑）
また夫婦で役割など、することをちゃんと話し合っておくべきだと
思いました。それで揉めたので。。。
育児休業給付金は思ったより貰えてびっくりしました。（社内報に社
会保険料免除と書いてありましたが、手取りは多い気がしました。）
予定日より少し早く生まれて、その数日前から休みを頂いていたの
ですが、その休みを特別休暇にするか、有給休暇にするかなど、社員
のことを一番に考えて総務課さんが対応してくれたのがとても印象
に残っています。復帰の際も給与などを考慮して復帰日を考えてく
れてそういう面に疎い自分からすると、とても心強く助かりました。

今後の課題・思うこと
前に比べて男性従業員でも育休を取得する人が増えてきていると
思います。
ただ一週間とか二週間とか週単位なのでもっと取ればいいのに、
と思います。（もちろん仕事の調整で取得が難しい方もいると思う
のですが、月単位で取得しないと給付金が全額取得できず、もった
いないと思います。）
また誰が取得しているかも分かりにくいと思うので取得していい
のか分からない人がいるのかもしれません。現に自分が復帰した

ときに育休を取得していたことを知
らない人がたくさんいました。
ただ取得し、やすさは所属長の理解
によると思っています。自分の場合
はどのような状況であっても取得す
るつもりだったんですが、所属長が
取得するのに前向きなことをいって
くれたので取得しやすかったです。

育児休暇取得者

金沢研究所  池田さん

総務部（本社）  東田さん
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